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2017年度下期ブロック講演会開催（予定）のご案内

2017年度全国処方調査協力依頼
　PCP研究会では、本邦の統合失調症に対する処方実態・動向を把握するため、2006年以降毎年処方調査を行
っています。昨年度の調査では、全国127施設より総計17,371例ものデータをご提供いただきました。業務繁多
にも拘らずご協力いただきました先生方、改めてお礼申し上げます。
　さて、今年も例年同様、10/31（火）に全国調査を行います。今回は、調査範囲を外来患者にも広げてデータを
収集し、より詳細な実態把握を目指したいと思いますので、皆様のご協力をお願いいたします。参加を希望される
ご施設は、メールにて事務局までご連絡ください。

東海ブロック世話人　宇野 準二
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■2017年度会費（2017年4月～ 2018年3月分、年会費：3000円）
年会費のお支払いは、ご出席の講演会開催前までにお振り込みにてお願いいたします。

■講演会プログラム
講演会開催日１ヶ月前を目処に各講演会プログラムをホームページ
＜www.pcp-rg.org＞に掲載しております。

■特別講演DVD「高齢者の精神疾患 ～認知症とうつ病およびその関連性について～」
2017年度上期講演会を欠席された会員の皆さまにDVDを貸出しております。
希望される方は事務局までご連絡ください。バックナンバー（演題はホーム
ページに掲載）の貸出しも受け付けております。

■事務局連絡先
〒103-0025  東京都中央区日本橋茅場町２－４－５ 茅場町２丁目ビル８階
　　　　　　　株式会社ネオファルマ 内
E-mail : contact@pcp-rg.org （メールには必ず、1．施設名、2．氏名を記載して下さい。）
FAX : 03－5643－0113　URL : http://www.pcp-rg.org/

＊通信欄に、必ずご施設名、お名前、会員番号をご記入ください。
（会員番号が不明な方は、メールで事務局（contact@pcp-rg.org）へお問合せください。）

【郵便局】 口座名：精神科臨床薬学研究会　　口座番号：00170-2-578959

【編集後記】
9月23～24日、第1回日本精神薬学
会総会・学術大会が盛会に終わりま
した。約350名の参加をいただきま
した。さて、京都では国宝展が開催
中です。日本の宝が一堂に会してい
ます。我々も、精神科医療の中で、な
くてはならない宝のように思われる
よう、スキルアップしていきたいと
思います。（T. H）

事務局
掲示板

2017年度下期ブロック講演会開催（予定）のご案内

※開催日および会場は、都合により変更となる場合がありますので、詳細はPCP研究会ホームページの活動状況欄をご覧ください。

10月28日（土）
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  3月  4日（日）
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  3月  4日（日）

  2月25日（日）

  3月  4日（日）

  2月25日（日）

巻頭言
2016年9月1日に一般社団法人日本精神薬学会を設立したことは、News letter No.21でお知らせ
しました。また、2017年9月23日～24日には、昭和大学旗の台キャンパスにおいて第1回日本精神薬
学会総会・学術集会を開催し、350名を上回る参加者により盛会裏に終了することができました。この
場をお借りしましてお礼申し上げます。この学会では、今後より実践力の高い精神科臨床薬剤師の専
門性の向上を目的として、認定制度を立ち上げる予定です。精神科薬剤師は、今後精神科薬物治療の
主体的な治療者のひとりとして国民の健康を守っていくことが重要な使命となります。したがって、
本認定制度においては、DIEPSSをはじめとした様々な評価尺度の講習会や薬物治療に関するWS等に
よる参加型の講習会を開催していく予定です。そして、これらの講習会への参加を単位化し、一定の
単位を取得した後に認定試験を実施し、「日本精神薬学会認定薬剤師（仮称）」を認定することを検討し
ています。これまで、PCPブロック講演会では、症例検討やロールプレイ等を実施してきています。
日本精神薬学会では、これらの講演会を学会の委託講習会として位置づけ、単位として認めていく予
定です。今後は、日本精神薬学会の主催する各種講習会、PCPブロック講演会にこれまで以上にご参
加いただき、実践能力の高い精神科臨床薬剤師を目指していただきたいと考えています。当学会に積
極的にご参加いただき、精神科における、より安全で適切な薬物治療を皆様と共に実現させていきた
いと思います。

代表世話人　吉尾 隆

2017年度全国処方調査協力依頼
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2017年度上期の活動状況 書籍のご案内「調剤と情報の臨時増刊号　認知症をテーマとする」

第113回日本精神神経学会　発表報告

第１回日本精神薬学会学術集会　発表報告
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先生方のお名前は敬称略で記載させて頂いております。

2017年度上期の活動状況

ブロック 開催地 開催日 特別講演 ワークショップ/症例検討 参加人数追加プログラム 病院紹介/ショートレクチャー

西熊谷病院
福島　泰輔

東京慈恵会医科大学
付属病院

品川　俊一郎

ひだクリニック
比嘉　謙介

ひだクリニック
肥田　裕久

ひだクリニック
比嘉　謙介

三善病院
坂本　奈美

大分大学
石井　啓義

武蔵野中央病院
林　やすみ

ときわ病院
宮澤　仁朗

函館渡辺病院
佐野　知子

大分大学
石井　啓義

高岡病院
渡辺　満里

サワカミ薬局
黒沢　雅広

琉球大学大学院
外間　宏人

嬉野が丘サマリア人病院
中山　萌

高知大学
森田　啓史

青南病院
深澤　隆

朝日病院
稲葉　康友

栗田病院
鈴木　弘道

藤田保健衛生大学
松永　慎史

須田病院
定岡　邦夫

西川病院
岡田　美枝子

倉吉病院
山田　武史

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

　　　

富山赤十字病院
殿谷　康博

本年度より年会費ご納入に掛かる手数料の扱いが下記の様に変更となりました。
ご負担をお掛けいたしますがご理解いただけます様お願いいたします。

①振込用紙を使用する場合
　窓口：130円、ATM：80円
　※同じ手数料で、同施設
　　16名までの一括振込が
　　可能です。

②講演会場受付にて新規ご入会または
　ご納付される場合
　事務手数料として300円を徴収
　なお、非会員の当日参加の場合は
　手数料を戴きません。
　また、社会人を除く学生は会費不要です。

年会費ご納付お忘れの無いよう、よろしくお願いいたします。
（事務局）

会費納入についてのご案内

書籍のご案内「調剤と情報の臨時増刊号　認知症をテーマとする」
『調剤と情報』 2017年8月増刊号(Vol.23 No.12) 「認知症に関わろうと思いながら なかなか踏み出せずにいた薬剤師が  
そろそろ本気で一歩を踏み出すための実践書！」

じほう社の「調剤と情報」で“認知症”についての特集号が発刊されました。この特集号は、１）
治療の基礎、２）患者対応の基礎、３）薬剤師の患者対応の実践、４）臨床現場での実践例の紹介、
の４つの章から構成されています。１）、２）で疾患の基礎を復習し、３）、４）で現場での認知
症患者さんへの対応方法を学ぶことが出来ます。今回、PCP研究会からも多数の先生方に有用
な情報を提供していただきました。認知症の薬物療法において“具体的に何から手を付ければよ
いかわからない”という薬剤師の先生方が新たな一歩を踏み出すためのヒントを見つけることがで
きる１冊になりました。　　　　　

顧問　三輪 高市

第113回日本精神神経学会　発表報告
平成29年6月22日から24日の3日間、名古屋国際会議場に於いて第113回日本精神神経学会学術総会が開催されました。
今回は「統合失調症患者の薬物療法に関する処方実態調査（2016年）～全国127施設の調査から～」とう題目での発表
となりました。自分自身第110回大会に次ぐ発表となりましたが、今回も会場は満員で、緊張した中無事に発表を終える事が
出来ました。質疑応答では、単剤率が有意に増加している事についての評価、外来通院中の患者さんの調査もしてはどうか
という提案も頂きました。
今回も全国のたくさんの施設の協力を頂き、その貴重なデータをもとに発表する機会を与えてくれたことに感謝していま
す。引き続き、会員の先生方には処方調査への理解とご協力を宜しくお願い致します。

九州ブロック世話人　髙田 憲一

第１回日本精神薬学会学術集会　発表報告
於 2017年9月23日（土）・24（日）：昭和大学旗の台キャンパス

この度、記念すべき第１回目の日本精神薬学会学術集会において、全国のPCP研究会の会員の先生方からご協力頂いた貴
重なデータをもとに、「統合失調症患者の薬物療法に関する処方実態調査（2016年）～全国12７施設の調査から」と題して、
主に服薬指導と併存疾患（心疾患、糖尿病、脂質異常症）との関連性について報告させて頂きました。当日は広い会場にもか
かわらず満席で、参加者の熱い視線に緊張しながらも、なんとか無事に終える事が出来ました。今回このような発表の機会を
与えて頂き、心より感謝しております。
会員の先生方には、引き続き処方調査へのご協力をよろしくお願いいたします。

北陸ブロック世話人　中川 将人
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2017年度上期の活動状況 書籍のご案内「調剤と情報の臨時増刊号　認知症をテーマとする」

第113回日本精神神経学会　発表報告

第１回日本精神薬学会学術集会　発表報告
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重なデータをもとに、「統合失調症患者の薬物療法に関する処方実態調査（2016年）～全国12７施設の調査から」と題して、
主に服薬指導と併存疾患（心疾患、糖尿病、脂質異常症）との関連性について報告させて頂きました。当日は広い会場にもか
かわらず満席で、参加者の熱い視線に緊張しながらも、なんとか無事に終える事が出来ました。今回このような発表の機会を
与えて頂き、心より感謝しております。
会員の先生方には、引き続き処方調査へのご協力をよろしくお願いいたします。
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2017年度全国処方調査協力依頼
　PCP研究会では、本邦の統合失調症に対する処方実態・動向を把握するため、2006年以降毎年処方調査を行
っています。昨年度の調査では、全国127施設より総計17,371例ものデータをご提供いただきました。業務繁多
にも拘らずご協力いただきました先生方、改めてお礼申し上げます。
　さて、今年も例年同様、10/31（火）に全国調査を行います。今回は、調査範囲を外来患者にも広げてデータを
収集し、より詳細な実態把握を目指したいと思いますので、皆様のご協力をお願いいたします。参加を希望される
ご施設は、メールにて事務局までご連絡ください。
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大塚製薬株式会社　札幌支店「会議室」
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■2017年度会費（2017年4月～ 2018年3月分、年会費：3000円）
年会費のお支払いは、ご出席の講演会開催前までにお振り込みにてお願いいたします。

■講演会プログラム
講演会開催日１ヶ月前を目処に各講演会プログラムをホームページ
＜www.pcp-rg.org＞に掲載しております。

■特別講演DVD「高齢者の精神疾患 ～認知症とうつ病およびその関連性について～」
2017年度上期講演会を欠席された会員の皆さまにDVDを貸出しております。
希望される方は事務局までご連絡ください。バックナンバー（演題はホーム
ページに掲載）の貸出しも受け付けております。

■事務局連絡先
〒103-0025  東京都中央区日本橋茅場町２－４－５ 茅場町２丁目ビル８階
　　　　　　　株式会社ネオファルマ 内
E-mail : contact@pcp-rg.org （メールには必ず、1．施設名、2．氏名を記載して下さい。）
FAX : 03－5643－0113　URL : http://www.pcp-rg.org/

＊通信欄に、必ずご施設名、お名前、会員番号をご記入ください。
（会員番号が不明な方は、メールで事務局（contact@pcp-rg.org）へお問合せください。）

【郵便局】 口座名：精神科臨床薬学研究会　　口座番号：00170-2-578959

【編集後記】
9月23～24日、第1回日本精神薬学
会総会・学術大会が盛会に終わりま
した。約350名の参加をいただきま
した。さて、京都では国宝展が開催
中です。日本の宝が一堂に会してい
ます。我々も、精神科医療の中で、な
くてはならない宝のように思われる
よう、スキルアップしていきたいと
思います。（T. H）

事務局
掲示板

2017年度下期ブロック講演会開催（予定）のご案内

※開催日および会場は、都合により変更となる場合がありますので、詳細はPCP研究会ホームページの活動状況欄をご覧ください。
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巻頭言
2016年9月1日に一般社団法人日本精神薬学会を設立したことは、News letter No.21でお知らせ
しました。また、2017年9月23日～24日には、昭和大学旗の台キャンパスにおいて第1回日本精神薬
学会総会・学術集会を開催し、350名を上回る参加者により盛会裏に終了することができました。この
場をお借りしましてお礼申し上げます。この学会では、今後より実践力の高い精神科臨床薬剤師の専
門性の向上を目的として、認定制度を立ち上げる予定です。精神科薬剤師は、今後精神科薬物治療の
主体的な治療者のひとりとして国民の健康を守っていくことが重要な使命となります。したがって、
本認定制度においては、DIEPSSをはじめとした様々な評価尺度の講習会や薬物治療に関するWS等に
よる参加型の講習会を開催していく予定です。そして、これらの講習会への参加を単位化し、一定の
単位を取得した後に認定試験を実施し、「日本精神薬学会認定薬剤師（仮称）」を認定することを検討し
ています。これまで、PCPブロック講演会では、症例検討やロールプレイ等を実施してきています。
日本精神薬学会では、これらの講演会を学会の委託講習会として位置づけ、単位として認めていく予
定です。今後は、日本精神薬学会の主催する各種講習会、PCPブロック講演会にこれまで以上にご参
加いただき、実践能力の高い精神科臨床薬剤師を目指していただきたいと考えています。当学会に積
極的にご参加いただき、精神科における、より安全で適切な薬物治療を皆様と共に実現させていきた
いと思います。

代表世話人　吉尾 隆

2017年度全国処方調査協力依頼
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